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勤務時間中に災害が発生した場合…

職場に泊まり込む

背景

帰宅困難 非常時対応
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食事 睡眠 衛生

飲まず食わずで、睡眠もとらず
事業を継続することは不可能

災害時の労働環境は
BCPの実行のために重要

背景



宿泊訓練を通して

災害時の労働環境を支えるために必要な備蓄を知り、

事業所備蓄に対する意識を向上させる
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研究目的



方法

実実施日時：2024/7/11(木)17時〜12(金)11時

実施場所：民間企業A社のB事業所の会議室

参 加 者 ：男性社員16名＋女子学生 2名＝計18名

宿泊訓練の概要

【A社の事業内容】

事業所向けコーヒー・ティーサービス、ボトルウォーターサービスなど

職場環境を改善するサービスを提供



方法 スケジュール

1日目（7/11）

受付

事前アンケート

オリエンテーション
/役割決め

発災(訓練開始)

セッティング・
備蓄品の運び出し

④夕食
食事片付け

⑤就寝準備

完全就寝

17:00

17:30

19:00

19:55

20:30

22:00

7:00

7:30

7:45

8:00

8:15

9:40

10:10

11:00

2日目（7/12）

起床・寝具片付け

原状復帰
（照明器具・トイレ撤収）

朝食/ゴミ計量

原状復帰
（電気・水道復帰）

意見交換

昼食準備

昼食・食事片付け

事後アンケート記入
/ゴミ計量

訓練終了

３食目の
備蓄食

３食目の
備蓄食



宿泊訓練を通して分かったこと①
まず必要になるのは照明



宿泊訓練を通して分かったこと②
みんな携帯トイレを使いたくない
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食事（n=18） 飲料（n=18）

トイレ（n=18） 空調（n=18）

照明（n=17） 寝具（n=18）

身体の衛生保持（n=17） 他人と集団生活することのストレス（n=18）
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（腰痛等が生じて責任を問われないために…）

訓練用に購入したもの

B事業所の寝具の備蓄：毛布とエアー枕
（枕は誰もあることを知らず、使われなかった…） 段

ボ
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プライバシーが確保できる

寝心地がよい

設置・片付けが簡単

コンパクトに収納できる

衛生的

低価格

寝具を選定する上で重要だと思うこと（n=18, 複数回答）
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訓練後のアンケート結果



宿泊訓練を通して分かったこと③
夜も一人になれないのはつらい…集団生活のストレス



宿泊訓練を通して分かったこと④空調の大切さ
（今回は熱中症予防のために夕食を食べる時だけ停止したけど…）



電気・水道は全て使用禁止にした
本格的な訓練

不便さ・不快さは経験して初めて実感できる
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あなたにとって、災害時の身体の衛生保持は、どの程度重要ですか？

事前アンケート（n=16） 事後アンケート（n=18）

7474

9292

ウィルコクソンの符号付順位和検定
P<0.05

全く
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重要だ



宿泊訓練を通して分かったこと⑤

回を重ねるごとに手際が良くなる



訓練の効果（１食目：夕食）



訓練の効果（２食目：朝食）



まとめ
• 災害対策は災害時に遭遇する状況をどれだけ具体的にイメージできるか

にかかっている

• しかし、訓練前に想像で回答した結果と訓練で経験した後では、照明、寝

具、身体の衛生保持の重要度が有意に上昇

⇒不便さや不快さは経験してみて、初めて実感できる

⇒実動訓練の重要性（いかに災害時に近い状況を作り出せるかがカギ）

⇒動きもスムーズになる

・トイレの重要度が最も高かったが、現在、携帯トイレの備蓄なし

⇒必要性を実感し、「本社主導で用意したい」と12月の振り返りで発言あり

・備蓄に対する意識の向上が確認できた


